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昨年７月は17人が熱中症で死亡

2025年6月1日から、労働安全衛生規則が改正され、職場における熱中症対策が、罰則
付きで義務化されました。

・ＷＢＧＴ（暑さ指数）28度以上
・気温31度以上

の環境下で、連続1時間以上または1日4時間超の作業が行われることが見込まれる場合に、
熱中症対策が義務付けられています。
条件に当てはまる事業所も少なくないと思われますので、
・報告体制の整備（見つける）
・実施手順の作成（判断する・対処する）
・関係者への周知

に取り組みましょう。
昨年７月には、職場において就業中に588人が熱中症で死傷しました。異常な暑さのため

前年に比べると157人多くなっています。
また、死者数は７月が17人と目立っています。８月の13人と比べても際立っていて、５

月から９月の熱中症総死者数31人の55％を占めています（厚生労働省調べ）。

交通安全ニュース

夏の交通安全県民運実施 令和７年７月１５日(火)～７月２４日(木)

熱中症予防対策を強化しましょう

協会では７月２２日（火）草津PA下りでの啓発活動に参加いたします。

滋賀県トラック協会では、労働災害防止にかかる設備等導入促進助成金に熱中症対策にかか

るワークウェア等を追加しましたのでご活用ください。



グラフで見る交通事故発生状況（令和7年5月末）

１　県内の交通事故発生状況（前年同時期との比較）

２　交通死亡事故の特徴（死者数）

　　※　　生存可とは、非着用のうち着用していれば助かった可能性
　　　　が推定されるもの
           生存不可とは、非着用のうち着用していても助からなかった
　　　　と推定されるもの
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着用 3人

生存不可 1人

生存可 3人非着用4人

自動車乗車中の死者のシートベルト着用状況

歩行中

9人

自転車乗用中
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自動車運転中
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※特殊車を除く。着用不明は非着用に含む。



◇運動の期間：７月１５日（火）～７月２４日（木）まで

運 動 の 重 点運 動 の 重 点

子どもを始めとする歩行者の安全の確保子どもを始めとする歩行者の安全の確保
夏休み期間中に子供の事故が増加する傾

向があります。

◎子供が被害者となる交通事故は、自宅近

くで多く発生していることから、自宅周辺

道路の危険箇所について家族で話し合いの

機会を設けましょう。

◎子供には、道路を横断するときは、信号

を守る、横断歩道を渡る、左右を確認する

等 の 交 通 ル ー ル を 守 る よ う 教

えましょう。

◎運転者は、歩行者への思

いやり、譲り合いの気持ち

を持った運転をしましょう。

自転車・特定小型原動機付自自転車・特定小型原動機付自

転車利用時のヘルメット着用と交転車利用時のヘルメット着用と交

通ルールの遵守の徹底通ルールの遵守の徹底

全世代でヘルメットを着用しましょう！

◎自転車事故で死亡した人の 64％が頭部

に致命傷を負っており、着用している場

合 に 比 べ 着 用 し て い な い 場 合 の 致 死 率

は、約1.8倍と高くなっています。

（警察庁ＨＰより）

◎ヘルメットに

より命は救われ

ます。必ず着用

しましょう！

飲酒運転 ・ なが ら運転等の危険飲酒運転 ・ なが ら運転等の危険

運転の根絶運転の根絶

◎自転車の酒気帯び運転のほか、

酒類の提供、同乗者、自転車を貸す行為も

処罰されます。飲酒運転を「しない・させ

ない・許さない」環境作りに努めましょう。

◎「ながら運転」は、周囲の危険を

発見することができず、歩行者や

他の車に衝突するなど重大事故に

つながる危険行為のため絶対にや

めましょう。

横断歩道利用者ファースト運横断歩道利用者ファースト運

動の推進動の推進

横断歩道は「歩行者優先！」

◎ドライバーは横断歩道を渡ろうとする歩

行者がいるときは、横断歩道の手前で必ず

止まりましょう。

◎歩行者は、横断歩道

を渡るときに手を上げ

る等の動作とドライバ

ーへのアイコンタクト

を心がけましょう。

  
令 和 7 年
（2 0 2 5)

7 月 号

発行：滋賀県高速道路交通警察隊・滋賀県高速道路交通安全協議会



高速道路上で逆走車に起因する事故が発生しています！

逆 走 は 命 に か か わ る 危 険 行 為 で す 。
規制標識、案内標識、路面標示を十分に確認し走行しましょう。

１ 安 全 な 場 所 に 停 車 し 、 ハ ザ ー ド ラ ン プ を 点 灯

２ 車 内 に と ど ま ら な い で 、 直 ち に 近 く の 安 全 な 場 所 に 避 難

３ １ １ ０ 番 、 最 寄 り の 非 常 電 話 で 通 報


